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佃）　水質自動監視装置の信頼性について

ResearchforReliabilityof WaterQ・PalityMonitoring System

河川水質料

l　まえがき

本県は入間川に水質監視室を設置した。入間川は荒川

に合流している。そしてその水は上水等に利用され重要

な役割を担っている。

入間川についても例外にもれすその流域は、近年急激

な人口の増加、産業の集中、発展によりその影響には、

めぎましいものかある。そLて河川水の汚染が非常に心

配されている。そのため、公害に対する色々な行政施策

等により水質の良化に努めているか、魚の浮上事故等の

水質異常事故が時々発生する。

水質異常は、特に水道原水となる入間川においては、

日常生活に不可欠の水道水の取水停止等の重大な影響を

およぼす。そのため水質に異常が発生した時、すみやか

に発見出来る様、そして対応措置を講じその被害の最少

限におさえるため、又第2に、河川の常時監視の一環と

して入間川に水質自動監視室を設置した。本監視室の管

理については、特に異常のない限り月4回程度の保守点

検によって水質の監視が行なわれている。そのため本装

置による測定値の信頼をうるために、手分析との比較を

行なった。

2．入間川水質監視室の概要

2・1水質監視室の設置場所
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Figl　監視室設置場所
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入間川水質監視室の設置場所は荒川合流点上流約16ふm

の地点てある。監視室上流右岸には、川越狭山工業団地

の排水口かある。

2．2　測定装置の構成

監視室設置地点の入間川は水深か浅い。そして河川敷

か広い。そのため取水口は種々の問題かある。取水口か

ら監視室の測定機まで約220刑の距軽かある。揚水ポン

プは取水口よリ68mの所にあり高さは川の水面より若干

低くしてある。ボン70は自吸式と水中式の中間の型式で、

水はストレーナーからボン78まで自然流下L、ポンプ

により高架槽に揚水され主調整槽へと送られる。これよ

り水は一般項目（p H、溶存酸素、水温）の検出槽、仝

シアン、六価クロム、油分の測定装置へと分岐している。
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Fig　2　監視室

3　測定装置と実験方法

3．1　一般項目

3．1．1　装置

本装置における一般項目の検出槽は五項目の検出が可

能であるが仕様は、水温、p E、溶存酸素の三項呂てあ

る。項目分については検出槽に盲蓋かしてある。検出稽

は、主調整槽からの一定水量、水圧の検水を各測定電極
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に供するためのものである。又電極洗浄用のエアージュ

トノズル、超音波振動頒、オ【バーフロ排水管、検水

を一定に保つ水位計より構成されている。

エアー供給
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Fig3　　　検　出　槽

TableI一般項巨＝則定装置

二項冒
水　　 道 p H 溶存酸素

制定方式

測定範担1

白金抵抗法

－10日c ～400c

カラス電趣遠

2 ～12

カルパニセル　法

0 ～20 p pm

測定精度 ±　0．50c ±　0．5 p H 土 2 ％

指ホ記録 電十式自動平衡型記録汁 12打点　 色別

洗浄装置 ェアシェソト洗浄装置

超音波洗浄装置

3．1．2　実験方法

検出摺の盲蓋をとr）はずしその部分に、水銀温度計、

p Hメーターの電極部、溶存酸素検体採取用サイホンを

セットした。そして一定時間ごとに各測定項目の指示値

を読みとりその値を比較した。溶存酸素についてはサイホ

ンにてDOひ、んに検水を採取し固定をするとともに測定

装置の指示を読みとった。溶存酸素の定還は、JIS

E OlO2　　24．3によった。

3．2　　シアン

3．2．1　装置

測定装置は、検水に試薬添加、蒸留、補集、検出を行

う分析部、指示増幅部、記録部から構成されている。測

定は、リン酪酸性（p H2以下）てEDTAを添加、通気

加熱蒸留する。シアン化合物を分解させ、アルカリ液中

（p E12以上）に遊離シアンを捕集し、その濃度をイオン

電塩で検出する。分析部のフローシートをFig　4に示す。

ーフロート電極

排　水　管

ーバーフロー管

Flg　4　シアン分析部フローシート

測定方式　　検水連続蒸留による電極検出

測定範囲　　0．03～3　ppm

測定精度　　土2％（読み取りに対して）

3．2．21実鞍方法

標準原液（CN lOO．ppm）を実験室て調整した。

使用時に0．07ppm、0．3ppm、1．Oppm　の標準液を調

整し標準試料とした。測定装置を手動切換スイッチによ

り標準試料を検水として測定を行なった。標準試料、お

よひ電極を通過した吸収液について、手分析を行なった。

分析法は、JIS EOlO2　29．2によるビリジン‾ピラ

ソロン法である。

3．3　六価クロム

3．3．1　装置

測定装置は前処理部、発色反応および検出部、制御、

自動補正部、記録部よりなる。測定方法は吸光光度法で
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ある。検水は連続的に供給され硫酸酸性として吸光度を

測定する。さらにジフェニルカルバシトを加え生成する

赤紫の水溶液の吸光度を540rn〟の波長で測定し先の吸

光度て補正して六価クロムを定量する。

Flg　5　　六価クロム分析部フローシート

測定方式　JIS KOlO2による吸光光度法

検出部　　　連続比色法（波長540m／∠）

計勤零点袖正（1～24時間任意設定）

自動感度補正（　　　　〝

刺定範囲　　0～0．2ppm／0～1ppm

測定精度　　±5％（フルスケール）

3．3．2　実験方法

10　pprnの標準液を調整し、さらにその一定量をとり

測定時に0．2、0．4、0．8ppmの標準試料を調整した。初

めに測定装置備え付の自動校正用0．5pp皿標準液にて

装置の校正を行なった。そして標準試料の分析を行なっ

た。手分析による分析法はJIS EOlO2　51．2．1吸光光

度法による。

4　結果と考察

4．1　一般項目

nbleI王　　水温、p H測定結果

測
定
セ
ル

・ ＝≡ 水　 温　　 Qc p H

自動 測 定 機 水 銀 温 度 計 自動 測 定 機 p fり － ター

ロ 25 ．8 25 ，9 　　 6 ．9
H

7 ．0

2 25 ．5 25 ．8 7　0 7 ．0

3 25 ．4 25 ．7
u　　 7 ，0

7 ．0

4
25 ．6 ⊇　 25 ．9　H

7 ．0 7 ．0

5 25 ．2 2 5 ．9 7 ．1 7　2
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TableIII溶存酸素測定結果

ゝ 自　 動　 測　 定　 機

手分析メーター 記録計

ロ 6．7 6．9 5．1

2 7．0 7．2 5．0

3 6．6
弓　 6・8

4 ．8

4 6．1 6．3 4 ・7 芦

5 6．3 6 ．5
‾‾「

5．4 ！　印

6 6．2 6 ．4 4 7

＿ ＿＿」（Ppm）

測定結果をTableII、ⅠⅠⅠに示す。水温、P Hについて

は、自動測定装置の測定値とほほ一致し良好な結果か得

られた。溶存酸素については、測定値の低か手分析より

平均1．5　ppmほど高い結果であった。本調査について

は日常的か薩動状態て調へたものてあり、今回の手分析

との差については、装置のセロ点、スパン調整によって

解消出来ると考えられる。

4．2　　シアン

自動測定装置における重要左測定項目であるか結果は

好ましいものてなかった。結果をTable　Ⅳに示す。

Table　Ⅵ　シアンの制定結果

回

教

標車 自　 動

手分析

口及収液 備　　 考

試料 測定機 手分析 測定時間 ！

ロ

0．07 0 ．03 0．07

0 ．11 12 ：2αへ・

1 13 ：10m

】 0’07 1 13f4？㌫

0．3 0．1 0 ．3
と 0・当 14壬65デ㌫ ．

≒

2 1．0 0．09 1．0 4．2 i2 ：20－

13 ：20

（ppm）

分析結果について、測定装置、手分析、電極を通過し

た吸収液の値は一致しなかった。本装置は連続蒸留によ

る測定で標準試料を測定し始めてから指示か安定するま

て時間がかかった。連続蒸留のため、検水量と吸収液の

不均衡か生じて測定に誤差を生じると考えられる。シア

ンは吸収液に濃縮される結果となった。又電極の指示も

ー完せすイオンメーターの不良も考えられる。



4．3　六価クロム

測定装置における六価クロムの測定法は、公定法に基

つく測定法である。0．5ppm標準液による自動校正回

路か働き自動的に調整か行なわれる。結果ほ、低濃度で

手分析とほぼ一敦し良好な結果が得られた。結果をTabie

Vに示す。

Table V　六価クロム測定結果

　 測 定 法

標 華 試 料

日 動 朋 走 憶 手　 分　 析

0 ．2 0 ．2 0 ．1 9

0 ．4 0 ．4 2 0 ．39

0 ．5 一（校 正 用 ） 0 ．5

　　 0 ．8
1

0 ．9 0 ．7 7

（pp皿）

5　　まとめ

p H、水温、六価クロムについては、比較的よい結果

か得られた。溶存酸素、シアンには問題かあった。溶有

酸素については、保守管理面でカハー出来るとは考える

か実際問題としては、十分な保守管理は大変むずかしい。

シアンについては、測定装置全体について再検討をする

必要かある。長期間の連続劇定は、電極のよこれ等によ

る検量線のすれもあり六価クロムと同様自動校正装置の

組込か特に必要である。今回の試験については、妨害物

の影響については試験は行なわなかった。

測定装置の主な故障についてほ、採水系について揚水

ポンプの故障、ストレーナのつまり、埋没があった。又、

調整槽以後の給水チューブの土砂、藻類等によるつまり、

光源ラン7ぅの切れ、シアン系蒸留ヒーターの断線、電極

の不良かあった。又記釜表紙の送り不良により測定結果不

明もあった。

自動測定装置は決められた一定の手順て分析を行いそ

してその結果を記録する。そのため、そこに得られるチ

ーターに対し異常値か検出された時はクロスチエクか必

要である。又保守管理を適切に行い、より信頼性のある

データーを得る様努めなけれはならない。
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